
HPV（ヒトパピローマウイルス）感染症の予防接種を受ける方へ（必ずお読みください） 岐阜市

裏面もチェック！

HPV感染症予防接種説明書HPV感染症予防接種説明書

HPV感染症について

ヒトパピローマウイルス（HPV）は、性経験のある女性の50％以上が、生涯で1度は感染すると

されています。HPVに感染しても多くの場合ウイルスは自然に消えていきますが、一部が数年～

数十年かけて前がん病変の状態を経て子宮頸がんを発症します。子宮頸がんは国内では年間約

11,000人が発症し、年間約2,900人が死亡すると推定されています。

ワクチンでHPV感染を防ぐとともに、子宮頸がん検診によって前がん病変を早期発見し早期

に治療することで、子宮頸がんの発症や死亡の減少が期待できます。

ワクチンについて

令和8年度から、国内で定期予防接種として接種できるHPVワクチンは、9価HPVワクチン

（シルガード9）のみになりました。このワクチンは、いくつか種類があるHPVのうち、9種類の

HPV感染を防ぐワクチンです。その中でも、子宮頸がんの原因の80～90％を占める、７種類

のHPV（HPV16/18/31/33/45/52/58型）の感染を予防することができます。初回性交

渉前の年齢層に接種することが各国において推奨されています。

ワクチン接種を受けた場合でも、免疫が不十分である場合や、ワクチンに含まれている以外

の型による子宮頸がんの可能性はあり得るので、定期的に子宮頸がん検診を受けることが大

切です。

主な副反応の発現割合 主な副反応

30%以上 注射部位疼痛（88.1％）、注射部位腫脹（38.2％）、注射部位紅斑

10%以上 頭痛

１％以上
浮動性めまい、悪心、下痢、注射部位そう痒感、発熱、疲労、
注射部位内出血、注射部位腫瘤

副反応について

ワクチンを接種後に以下のような副反応がみられることがあります。

接種後に気になる症状を認めた場合は、接種した医療機関へお問い合わせください。

※シルガード9（MSD社）の添付文書参照

保護者の人へ

■ 13歳以上16歳未満の場合：

保護者がこの説明書をよく読み、納得してお子様に予防接種を受けさせることを希望する

場合に、予診票に保護者が署名することで、保護者が同伴しなくてもお子様は予防接種を受

    けることができます。

■ 16歳以上の場合：

保護者の同伴や署名がなくても予防接種を受けることができます。（予診票の保護者自署

    欄には本人が署名）



岐阜市保健所 感染症・医務薬務課
●問い合わせ先● 058-252-7187

他のワクチンとの同時接種

医師が特に必要と認めた場合は、他のワクチンと同時接種が可能です。

予防接種健康被害救済制度について

定期の予防接種の副反応により、医療機関で治療を必要としたり、生活に支障が出る

ような健康被害が生じたりした場合には、予防接種法に基づき救済を受けることができ

ます。給付申請の必要が生じた場合は、感染症・医務薬務課までお問い合わせください。
＊救済の適用を受けるにあたっては、健康被害が、予防接種によるものなのか因果関係（接種前後の他の感染症や

要因等）を調査したのち、予防接種によるものと認定される必要があります。

接種後の注意事項

① 接種後３０分間は、急な副反応が起こることがありますので、医師（医療機関）とすぐに

連絡を取れるようにしておきましょう。

② 副反応の多くは２４時間以内に出現しますので、特にこの間は注意しましょう。

③ 入浴は差し支えありませんが、接種した部位を強くこすることはやめましょう。

④ 接種当日は、激しい運動は避けましょう。

⑤ 予防接種を受けた部位が赤くなったり、痛んだり、軽い発熱が起きることがあります。

※ 高熱、おう吐、けいれん、運動障害、その他の異常な症状があるときは、すみやかに、

医師の診察を受けてください。

予防接種を受ける際、注意しなくてはならない人

下記に該当する人は接種前に医師にご相談ください。

① 基礎疾患（心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害など）のある方

② 予防接種で接種後２日以内に発熱の見られた方および全身性発疹等のアレルギーを疑

う症状を呈したことがある方

③ けいれんの既往のある方

④ このワクチンの成分に対してアレルギーをおこすおそれのある方

⑤ 過去に免疫不全の診断がなされている方もしくは近親者に先天性免疫不全症の者がい

 る方

⑥ 過去にこのワクチンを接種したかどうか不明な方

R8.4.1～

接種を受けることができない人

① 明らかに発熱（37.5度以上）のある人

② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人

③その日に受ける予防接種の接種液に含まれる成分で、アナフィラキシー（通常接種後

約30分以内に起こるひどいアレルギー反応のことです。）を起こしたことがある人

④ その他、医師が不適当な状態と判断した人
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